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荒あ
ら

玉た
ま　
賢け

ん

佑す
け

誠
友
会

（
40
分
）

で
に
市
民
の
約
７
割
の
接
種
を
め
ざ
す
。

さ
ら
な
る
接
種
率
の
向
上
に
向
け
、
現

在
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
用
い

た
本
市
独
自
の
大
規
模
接
種
会
場
の
設

置
も
検
討
し
て
い
る
。

②
現
在
、
本
市
の
集
団
接
種
で
２
回
目

の
予
約
が
取
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
て

随
時
、
専
用
予
約
枠
を
設
け
、
接
種
機

会
を
確
保
し
て
い
る
。
な
お
、
８
月
９

日
以
降
は
集
団
接
種
の
予
約
受
け
付
け

に
当
た
り
、
よ
り
確
実
に
２
回
目
の
接

種
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
１
回
目

の
予
約
日
時
か
ら
３
週
間
後
の
同
時
刻
、

同
会
場
を
自
動
的
に
２
回
目
と
し
て
予

約
す
る
方
式
に
運
用
を
見
直
し
た
。

携
部
会
を
設
置
し
各
地
域
の
学
習
素
材

を
活
用
し
た
教
育
内
容
を
協
議
す
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
目
的
、
取
り
組
み
な
ど
を
学
習
し
、

地
域
住
民
や
保
護
者
の
教
育
活
動
へ
の

関
わ
り
方
を
考
え
て
い
る
。

　
開
校
後
は
、
地
域
住
民
や
保
護
者
の

代
表
が
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
と
し

て
、
校
長
が
作
成
す
る
基
本
方
針
の
承

認
や
教
育
活
動
へ
の
意
見
具
申
な
ど
学

校
運
営
へ
の
参
画
を
通
し
て
、
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

②
想
青
学
園
の
開
校
後
、
全
て
の
市
立

学
校
に
順
次
導
入
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は

答

①
ま
ず
、
10
月
の
早
い
時
期
ま

問

①
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

見
通
し
は
。

②
２
回
目
の
接
種
は
、
１
回
目
の
接

種
か
ら
適
切
な
期
間
を
経
て
打
つ
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

田た

口ぐ
ち　

裕ゆ
う

司じ

誠
友
会

（
45
分
）

コ

※
　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は

答

①
開
校
準
備
委
員
会
に
地
域
・

保
護
者
・
学
校
の
代
表
に
よ
る
地
域
連

問

①
本
市
で
は
、
令
和
４
年
４

月
に
開
校
予
定
の
「
想
青
学
園
」
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
取
り

入
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
計
画

し
て
い
る
取
り
組
み
は
。

②
他
の
学
校
へ
の
取
り
入
れ
は
。

御
幸
町
の
浸
水
対
策
は

答

県
は
こ
れ
ま
で
吉
野
川
、
加
茂

川
の
河
道
掘
削
を
実
施
し
、
昨
年
度
は

吉
野
川
の
堤
防
浸
透
対
策
の
工
事
に
着

手
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
掘
削
お

よ
び
工
事
に
取
り
組
む
と
聞
い
て
い
る
。

　
本
市
で
は
新
設
す
る
森
脇
ポ
ン
プ
場

の
ポ
ン
プ
の
能
力
や
台
数
、
配
置
等
を

問

進
捗
状
況
は
。 小こ

ば
た
け畠　
崇た

か

弘ひ
ろ

誠
友
会

（
55
分
）

保
育
所
業
務
の
効
率
化
は

大
雨
で
流
失
し
た
下
山
守
橋
は

問

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

問

被
災
原
因
と
今
後
の
復
旧
は
。

検
討
し
て
き
た
。
今
年
度
は
雨
水
の
排

出
先
と
な
る
芦
田
川
を
管
理
す
る
国
や

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
す
る
と
と
も
に

詳
細
設
計
に
取
り
組
む
。

答

今
年
度
は
全
公
立
保
育
施
設
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
、
施
設
間

の
情
報
共
有
等
に
活
用
す
る
な
ど
、
効

率
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス

※
　

マ
ー
ト
保
育
の
導
入
に
向

け
た
実
証
実
験
を
11
月
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
。

答

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
復

旧
で
、
構
造
上
の
制
約
で
橋
桁
に
軽
量

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
用
し
た
こ
と
や

水
圧
の
影
響
を
受
け
や
す
い
河
川
環
境

も
一
つ
の
要
因
と
推
測
し
て
い
る
。

　
現
在
、残
っ
た
橋
脚
な
ど
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
復
旧

に
向
け
速
や
か
に
国
と
協
議
を
進
め
る
。

福
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
は

答

昨
年
度
、観
光
庁
の
支
援
で
行
っ

た
専
門
家
派
遣
事
業
で
は
、
駅
に
近
い

立
地
条
件
や
、
櫓や
ぐ
らや
広
場
な
ど
福
山
城

の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
月
見

櫓
を
候
補
に
、
施
設
や
空
間
を
一
体
的

問

城
泊
の
専
門
家
に
よ
る
評
価

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

に
活
用
し
体
験
や
滞
在
が
で
き
る
城
泊

の
企
画
造
成
を
行
い
、
記
念
事
業
と
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

能の
う
そ
う宗　

正ま
さ
ひ
ろ洋

誠
友
会

（
55
分
）

※コミュニティ・スクール：学校と地域住民などが力を合わせて運営に取り組むことができる「地域と共にある学校」への
転換を図るための有効な仕組みであり、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体と
なって特色ある学校づくりを進めることができる。

※スマート保育：デジタルサービスを活用し、子どもの安全、保護者の安心、保育業務の負担軽減を実現する次世代型保育
　


